
　近年自然災害が全国的に多発する中、災害時の様々な支援ニーズへの迅速な対応には被災者

救援を行うボランティアの力が大いに期待されています。南島原市においても、予期せぬ災害

に対し、被災者へ速やかに救援活動を行えるよう支援体制の構築を図り災害に強いまちづくり

を推進していく必要があります。

　この研修では、ボランティアをはじめ関係機関、団体等を対象に、南島原市内での災害を想

定した災害ボランティアセンターの立ち上げ・運営、支援のニーズ調査などの演習を通して南

島原市における災害ボランティア活動の体制づくりに寄与することを目的に開催します。

南島原市、南島原市社会福祉協議会

財団法人県民ボランティア振興基金、長崎県社会福祉協議会

平成19年３月８日㈭　１０：００～１６：３０

南島原市　ありえコレジヨホール

１０：００～　開会　あいさつ
１０：０５～　講義　「災害ボランティアセンターの概要」
１０：０５～　演習　「災害ボランティアセンター設置、運営の実際」
１２：３０～　昼食、休憩
１４：００～　演習　「災害時における被災者のボランティアニーズ調査」
１０：０５～　質疑、まとめ
◎講師／特定非営利活動法人　レスキューストックヤード
　　　　　　　　　　　　　　代表理事　栗田　暢之　氏

南島原市社会福祉協議会
〒859-2601　南島原市加津佐町己3522番地　☎0957-87-5963　　担当／林・井上

（ 目　　的 ）

主　　　催

後　　　援

開 催 日 時

会　　　場

日　程　表

お問合せ先

★目　　　的：『で逢い☆ふれ愛☆夢かるた』は、44文字から始まる句
　を募集したところ、1,300通の応募がありました。その中から、選ば
　れた句を絵描きボランティアさんが絵を描き、手作りのカルタができ
　あがりました。そのカルタで、句に親しみ、遊びながら、交流し、お
　互い助け合う福祉の心が育っていくことを目的としています。

★開 催 期 日：平成１９年３月２１日（祝日）１３：３０～

★開 催 場 所：南島原市立　西有家小学校　体育館

★参加対象者：一般の方はどなたでも参加できます。

★参　加　料：無　　　料　（参加賞もあります！）

★日　程　表：１３：００～　受　付
　　　　　　　１３：３０～　句の入選者　表彰
　　　　　　　１４：００～　かるた取り大会
　　　　　　　１４：００～　小学校単位 団体戦。一般の方は、個人戦です。
　　　　　　　１６：００～　表彰式

★参加申込期日：平成１９年３月１５日（木曜日）までに本所、または支
　　　　　　　所へ申込んで下さい。

★お問合せ先：南島原市社会福祉協議会　☎８７－５９６３
　　　　　　　　　　　　　地域福祉課　担当／井上・林
　　　　　　　◎加津佐支所　87-4729　　◎口之津支所　86-2225
　　　　　　　◎南有馬支所　85-3008　　◎北有馬支所　84-2537
　　　　　　　◎西有家支所　82-2791　　◎有 家 支 所　82-4795
　　　　　　　◎布 津 支 所　72-5833　　◎深 江 支 所　72-5454

　南島原市立各小学

校の生徒には学校単

位での参加を呼びか

けていますので、学

校で参加申し込みを

お願いします。

　私たち「版画飛翔会」は、日々の暮らし

をもっと心豊かで、楽しいものにするため、

版画の創作活動を行っています。そこで今

回、もっとたくさんの人に、すばらしい版

画の世界を知ってもらおうと、新たに会員

を募集いたします。

　初心者大歓迎ですので、皆さんの入会を

会員一同、心よりお待ちしています。

●お問い合わせ

　有家町尾上５３０４

　伊藤大吉（版画飛翔会会長）

　☎・℻　0957-82-1615

南島原市合併記念版画会員を募集

一般参加者募集
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り

　
　
　
実
行
委
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内
山
　
哲
利

原
城 

追
悼
と
顕
彰
の
中
で
…

し
ょ
く
ほ
う
き

第16回
原城一揆まつり

【場所】 原城本丸周辺
（ステージ会場：原城二ノ丸）

【内 容】
●４月14日㈯
　・追悼祭（追悼行列、追悼式典）

　・前夜祭（南有馬商工会青年部主催）

●４月15日㈰
　・キャラクターショー

　・郷土芸能大会

　・原城合戦行列（参加者募集）

　・神野美伽　歌謡ショー

　※その他ステージ会場周辺では各種
　　イベントがあります。

開 

催 

日

４月15日㈰の原城合戦行列参加者を一般

募集します。（10人程度）

詳しくは、下記へお問い合わせか、市ホ

ームページをご覧下さい。

　　　　　　

原城一揆まつり事務局（南有馬総合支所内）

☎：０５０ー３３８１ー５１７２

ホームページアドレス

http://www.city.minamishimabara.lg.jp/

お問い合わせ
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